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はじめに 

 和歌山市では,介護給付費や要支援・要介護認定者数が年々

増加しており,生産年齢人口に対する老年人口の割合も増加

している状況である.この問題を解決するため和歌山市では

介護予防事業を平成16年度より積極的に実施し,平成28年4
月より理学療法士・作業療法士・言語聴覚士によるリハビリ

テーション専門職(以下：リハ専門職)が関与する地域リハビ

リテーション活動支援事業を開始した. 
7月段階の本事業の活動状況の調査と参加者へのアンケート

調査をもとに今後の課題を検討したため報告する. 
 

方 法 

 4月より開始された地域リハビリテーション活動支援事業

である「WAKAYAMAつれもて健康体操自主グループ活動ス

タート応援事業」における 4月開始時から7月 14日時点ま

での 1)本事業への依頼グループ件数 2)事前会議の実施(第一

段階実施)グループ件数3)講話・運動機能測定の実施(第二段

階途中)グループ件数4)自主グループ化(第二段階終了)したグ

ループ件数を集計した．「WAKAYAMAつれもて健康体操自

主グループスタート応援事業」の概要については図 1に示す. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 また,今回自主グループ化された 6グループ中 2グループ

(49名)に対してアンケート調査を実施した. 
 アンケート調査の項目は大別して「本事業に参加した感想」

や「体操をやってみた感想」「これから自分たちで体操を継続

できそうか」「地域の助け合い活動などに興味があるか」など

とした.回答方法は,項目によって選択式と自由記述式とした. 
 

結  果 

 平成28年7月14日現在,本事業の依頼件数は23件であり,

事前会議は 16件,講話と運動機能測定は 10件実施している.

現在自主グループ化している拠点は 6拠点であった(表 1). 

現在の参加者総数は230人(男性20名,女性210名)であり,

参加者の平均年齢は 73.42歳(標準偏差:2.98)であった.   

アンケート回収率は 100%(49/49名)であった.各項目の結

果を次に示す． 

 まず,本事業の満足度の結果として「満足」が 80%(39/49名),

「ふつう」が 20%(10/49名)であった.「体操をやってみた感

想」として「ちょうど良かった」が 76%(37/49名),「難しい」

が 8%(4/49名),「簡単だった」が 16%(8/49名)であった.体操

の参加継続に関する質問に関しては「続けていける」が

84%(41/49名),「分からない」が 12%(6/49名),「難しい」が

4%(2/49名)であった.地域の助け合い活動に対する興味につ

いては「興味がある」が 76%(37/49名),「どちらでもない」

が 24%(12/49名)であった(図 2). 

 

 

 

 

 

 

 
 

図１ 自主グループ活動スタート応援事業概要 

表 1  活動状況調査の集計結果 

 

依頼件数
事前会議実施

講話・運動機能測定実施
自主グループ

グループ件数
23
16
10
6



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートにおける自由記述式の回答としては「自分一人

では体操なんてしないが,顔なじみの方々と一緒だと続けら

れそう」,「今まで個人で無理してやっていたが,今回は楽し

く続けられそう」という回答もあったが,「月一回ぐらいまた

講義を受けたい」や「老人食・減塩食について講義を受けた

い」などの講義に関して満足を示す意見が多くあった. 

 また,「体操は続けていきたいが身体がついていくかが不安」

や「個別の問題への対応の仕方について知りたい」などの身

体機能面の不安に関する意見もあり,「実際に体操を行って改

善された事の事例が知りたい」という意見も得た. 

考 察 
 和歌山市では高齢化が急速に進行している状況であり,こ
のままでは地域における元気高齢者も衰弱してしまうという

危機感があるが,住民が主体となって自主グループ活動を行

っていくことで他府県での介護予防事業の成功例のように要

介護認定率・介護保険料の減少につながるのではないかと考

えられる. 
 今回の事業はあくまで住民が主体のものであり,行政とリ

ハ専門職の役割はグループの立ち上げの際の支援に関与する

ことである.リハ専門職による講話の実施によって運動を継

続することによる効果や自分たちが主体となって介護予防を

進めることの重要性が理解でき,各拠点の環境や運動機能を

評価したうえで適切な体操を指導できることにより参加者の

体操継続の動機づけにつながり,アンケート調査においても

高い満足度が得られたと考えられる. 
  一方で様々な課題点があるのも事実である.まず現在の活

動状況をみると,本事業における参加者のほとんどは女性の

参加者であり,男性からの興味・関心が少ない状況である.今後

この事業を展開していくうえで地域に住む男性の興味・関心

を調査し,活動内容に取り入れていくことが重要であると言

える.また,今回23件の依頼があったのにも関わらずセラピス

トの人材不足により,事前会議や講話の実施が先延ばしにな

ってしまうグループが多く,医療職への本事業の啓蒙活動の

必要性を感じさせられた.さらに今回自主グループ活動を依

頼された地域住民の方々は元々自治会や老人会などの活動に

積極的に取り組んでいる方々が多いのが特徴であった.今後

閉じこもり傾向にある高齢者の参加を促すためにもより広い

範囲での地域住民への広報活動が必要になると考えられる. 
  次にアンケートでのコメントから地域住民の方々にとって

は体操そのものというよりは講義や運動機能測定などの付加

価値に対しての満足が高く,自主グループとして活動してい

く際に体操のみの活動だけでは継続への意欲に結びつかない

可能性が考えられた.また,体操の継続に不安を示す意見とし

て身体機能面に対する意見が多くフォローアップの際での個

別対応の強化や体操指導の重要性が高いと考えられる.また

それに伴い実際の本事業を実施したことによる参加者の運動

機能や心理機能面の変化をデータ公開していくことが必要で

あると言える. 
 これらの課題点の解消や追跡調査を実施していくことによ

り,地域住民の方々にとっての活動・社会参加の選択肢の一つ

としてこの事業が展開していき,地域における元気高齢者の

増加に結び付けられることが考えられる. 

図 3  本事業のアンケート結果 
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